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旧杉山家住宅



はじめに

富田林は古くから南河内地方の中心地としてひら

け、古い歴史と伝統をもち、さまざまな歴史的遺産も

数多く残されています。

現代に生きるわたしたちは地域に根ざした文化財

をみずからの貴重な財産として保存・活用し、後世に

わたって守リ育てていくのが責務であるといえましょ

う。

今回刊行いたしましたこの冊子は、前回の第 1刷に

改訂を加えたものですがこれによって本市における

文化財に対する関心と認識を一層深めていただき、そ

の保護 ・保存にご協力をお願いするしだいです。

おわりになりましたが、本冊子の刊行にあたリ執箪

・校関等の労をおとりいただいた諸先生方、そして調

査• 取材 ・資料提供などに多大なご協力をいただきま

した関係者の皆様に対し、ここに記して感謝の意を表

します。

平成元年3月

富田林市教育委邑会

教育長

西 尾典 次
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板持の十三重層湛



ll111111111111111111111111111111111111111111111111もくじ ll1111111111111111111111111111111111111111111111111

カラー写真 （お亀石古墳）・・・・・・・・・・・・・・…............. , 

カラー写真 （龍泉寺仁王門） •• •…………..………・3 
カラー写真 (1B杉山家住宅）.. …………...... ……・5 
はじめに......................................................7 

もくじ・・・・・・....................................................9 
① 錦織遺跡..........................................,0 

② 喜志遺跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..,z 
③ 中野遺跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..14 
④ 甲田南遺跡・・....................................,5 
⑤ 廿山古墳・.........................................,a 
⑥ 彼方丸山古墳・・.................................zo 
⑦ 田中古墳群・・.....................................zz 
⑧ 新堂廃寺..........................................z4 
⑨ お亀石古墳・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28
⑩ オガンジ池瓦窯跡・・・...........................30 
⑪ 龍泉寺・............................................34 

⑫ 美貝久留御魂神社・・..……•……………… ·38 
⑬ 滝谷の不動尊と二童子立像………..……・42 
⑭ 浄谷寺の石造地蔵吾薩と板碑••…•……..45 

⑮ 中佐備共同夏地の宝徳印塔と

板持共同墓地の十三重層塔………••……·50

⑮ 嶽山城址..........................................52 

⑰ 錦織神社本殿と摂社・……………………..55 
⑮ 興正寺別院・・・....................................50 
⑲ 富田林寺内町・・・.................................52 
⑳ 1B杉山家住宅・・.................................55 
⑪ 仲村家住宅・・....................................53 

⑫ 東高野街遵錦織一里塚………………......70 
⑬ 水祀邸・............................................74 

冨田林の文化財年表・・・・....……............... …….... 75 

冨田林の文化財分布地図



圃 錦織遺跡

グ,,,

近鉄長野線滝谷不動駅下車北へ徒歩10分

嶺海遺跡は、近鉄濾各末筋駅北東の低位段丘上にあります。遺跡

のほぽ中心を18国道170号線が通っていて、東西約300メートル、南

北約900メートルの範囲に広がっています。

昭和30年ごろから縄文土器が採集されていましたが、昭和42

(1967)年に排水溝設譴工事が行われた際に、縄文時代前期の土器
せさぞく

とともにサヌカイ ト製の石鏃などの石器がみつかリ、縄文時代前期

の遺跡であることがわかリました。

出土した土器の中では、高さ約31センチメートルの籐麻形土器が
9たしらかわかそう

復元されたものとして董要です。これらの土器は北白川下層式と呼

ばれる土器形式をもつものです。

その後の発掘調査で、遺跡の年代が鎌倉時代まで至ることがわか

ってきました。遺跡のほぽ中央の石川に近い場所では、弥生時代後

期の辻潟‘式と呼ばれる土器が出士しました。また、奈良時代の籍笠
ばしらrてもの
柱建物跡もみつかリ、めずらしいことに柱の根元がそのまま残って

いました。奈良時代の遺物の中には“笛の円形迫＂ゃ蘊 （薙憤のよう

なもの）が含まれていて、付近に寺院などの大きな建物があったこ

とをうかがわせます。遺跡北端の甲83地区と接する場所では、市内

ではじめて蘊繭肖酋籍がみつかリました。これは、本来古墳に使わ

れる円箇坦綸を再利用して、遺体の大きさにあわせて数本つなぎ合

わせたものです。副葬されていた土器から6世紀の中ごろに埋葬さ

れたことがわかります。また、同じ場所では鎌倉時代の溝や建物跡

もみつかりました。

このように、石川に接した錦織遺跡では、縄文時代から人々が生

活していたことがわかり市内でも最も古い遺跡の1つといえます。

参考文献 「富田林市史」第1巻



紀元前約3000年~13世紀
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錦織遺踪出土の深鉢形縄文土器 （府立富田林高校）

stl 

錦織遺跨出土の埴輪円筒棺 （南から］

ググ



璽 喜志遺跡

c,,p 

近鉄長野線喜志駅下車東北へ徒歩12分

近鉄言志駅から東へ歩いて5分ばかリの喜志小学校の北側、宮EB
曹ど <'1 Iよびさの ひがしさかた

林市木戸山町から北は羽曳野市東阪田一帯の広い範囲にわたり、昔

から多くの遺物が見つかっています。この一帯が、弥生時代中期の

集落遺跡として名高い喜志遺跡です。このあたリは石）IIからながめ

ると、15メートルほど高くなった標高約50メートルの河岸段丘上に

位置していて、現在は大部分が宅地になリ、ほんの一部がEB畑とし

て残されているだけです。

この喜志遺跡は、最初偽過籠蘊という人たちによって調査され、

新間に発表されました。大正6(1917)年のことです。その後も幾

度か調査されてきましたが、近年の宅地開発や小学校校舎増改築等

にともない調査の機会も年々増えてきています。

これらの調査から、平面を円形あるいは方形に浅く地面を掘り＜
たてあ，，

ぽめた竪穴住居の跡が、かなりの数にのぽって発見され、弥生時代

に集落のあったことが明らかになりました。
かんンう

また住居跡の間に断面がV字状の浅い溝や集落の周りに環濠がめ

ぐらされていたことも確かめられ、さらに井戸の跡や土器を焼くた

めの遺構と思われるものも見つかっています。

出土した遺物をまとめてみると、櫛の歯のような道具を用いて櫛

目状の文様をほどこした壺形土器や、属株-i-麻など多くの土器
類さらに岩省f.若椅．若籍．宕斧．岩菰芳 ．若贔．岩証．たた

といし くだた2

き石砥石管玉などの多様な石器類におよんでいます。

特にサヌカイト製打製石器とその未製品、原石や破片などが多く

出土し、喜志遺跡の大きな特色となっています。

この遺物の豊冨さは、東方約3キロメートルにある二上山麓の産

地で採集された、サヌカイ ト原石を加工していた遺跡ではないかと

の推測をうらづけるものといえます。



1世紀ごろ~2世紀

弥生土器樹母紺懐像図（読売新聞社）

喜志遺跨発見の土器焼成墳（大阪府教育委員会）
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国 中野遺跡

ググ

近鉄長野線富田林駅下車北へ徒歩15分

近鉄冨田林駅と吾志駅のなかほどにあって西は国道170号線から

東は石川をのぞむ河岸段丘のはしまでこの遺跡はひろがっていま

す。

この遺跡については、古く明治25(1892)年の 『人類学雑誌』の

中に「河内における石器の新発見」として紹介されています。それ

から後、この遺蹄の調査は行なわれず、吃和45(1970)年になって

中野町の一角に温室ハウスが建設されることになリ、調査する機会

が再びできました。この時の調査は小さい範囲にとどまりましたが、
つり かg》 "ら ,. .. .,~ 

壺・甕．鉢•高杯など、 弥生土器の破片が出土し、弥生時代中期に

属する遺踏であることがわかりました。

出土した土器片にみえる文様には、柚籍笈ゃ撫采笠 ・莉羹妥．
人人＇＂・ふも人

円形浮文などがあリ、これらの中に「河内の土器」といわれている
し・し,,,い う

生駒西麓産の粘土で焼かれたものが多くあリました。石器も石庖丁

．若籍・皮はぎ・たたき石と多種にわたっています。

弥生土器が出土した層の上には、さらに古頃峙代以降の遺物を含
't A. き、1 し b

む層が堆積していて、ここから多くの須恵器や土師器の破片も採集

されています。
lloたて

また、別の地点での調査では、石を敷きつめた遺構や井戸・掘立
IIしら

柱建物跡・溝とともにたくさんの土器や瓦などが出土しました。瓦

には笛位時代から奈良時代・平安特代・鎌倉時代・室町時代に至る

までのものが含まれていました。さらに塔の中心にたてる柱の基礎

になる応砥がみつかり、古代から中世にかけて寺院があったことが

わかリました。

これらのことから、この一帯は弥生時代から人々が生活していた

ことがわかるとともに仏教文化の先進地域だったといえます。



1世紀ごろ~16世紀

· · • • ttf 
一． 

中野遺跡出土の石器 ・石製品 （弥生時代）

“― 謳‘一

中野遺跡出土の甕棺 （弥生時代）

グ5



闘甲田南 遺跡

ググ

近鉄長野線川西駅下車南へ徒歩3分

近鉄長野線）II西駅の北側を東西に延びる市道を北の境にして、西
・ ぅr

は線路付近から東は石川までの甲田地区に広がっています。

この遺跡が発見されたのは昭和50(1975)年のことです。国道309

号線内に下水道管を埋設する工事中に多塁の土器と遺構がみつかリ

ました。これがきっかけとなって国道309号線内の本格的な発掘調査

が行われ、甲田南遺跡が弥生特代から鎌倉時代にかけての遺跡であ

ることがわかリました。

その後の周辺の発掘調査で、それぞれの時代の様子が明らかにな

りました。

弥生時代の中ころから終わりごろにはほぽ旧国道170号線から石
か人

川までの間に集落があって、集落の東端には環濠をめぐらし、直径
rてあ“

5~10メートルの円形の竪穴住居に住んでいました。

出土した遺物のなかには、弥生土器や石器にまじってめずらしい

ことにタコ壺がありました。きっと海岸のムラからタコ壺の中にイ

イダコを入れて持ち帰ったのでしょう。

旧国道170号緑付近では古墳時代後期と奈良時代の建物跡がみつ

かっています。古墳時代のものは方形の竪穴住居で、奈良時代のも
IIったてばしら

のは地面に穴を掘って直接柱を埋めて建てた掘立柱建物です。

平安時代には弥生時代の集落があった範囲に建物跡がみつかって

いて、集落の一角には火葬墓が3基確認されています。その中の一
はじき かめ わどうか＼ヽ‘”

つは、土師器の甕の中に和同開弥を数枚のせたlD1が納めてありまし

た。火葬が行われるようになったのは奈良時代のことです。当峙、

央葬されたのは僧侶や社会的身分の高い人たちだったと思われま

す。

鎌倉時代になると、集落も遺跡の西の方にあったようです。



1世紀ごろ~13世紀

甲田南遺跡の竪穴住居踪 （弥生時代l

グ／



園廿山古 墳

/,I 

近鉄長野線滝谷不動駅下車北西へ徒歩10分

つづ

近鉄長野線滝谷不動駅から府道を西に進み、タト環状粽を越えて廿
( •J 

Ll.Jの集落に向うと、左手に周囲よリひときわ高くこんもリとした丘

があリます。この丘の上に廿Ll.J古墳が位同しています。

この古頃は前方後円墳で、前方部を東の平地に向けています。古

墳の大きさは全長48メートル、後円部の直径35メートル、高さ5.5メ

ートル、前方部の幅は20メートルあリます。後円部には盗掘をうけ

た跡があって、内部施設については、はっきリわかっていませんが、

石を敷いた排水溝の一部と思われるものが残っていました。おそら

＜総i籍の上に木棺を安四した状態であったと推測されます。
古墳から遺物が出土したのは明治16(1883)年のことです。この

遺物は当時の東京帝室博物館（現在の東京国立博物館）に収められ、

「明治17年埋蔵物録」には鏡．籍誠・ 刀剣-i誠と記されていまし
た。現在は銅鏃9本だけが東京国立博物館に収高され展示されてい

ます。この銅鏃は、銅鏃の中でも最も形状の複雑なものと言われて

います。

古渇の年代については今後の調査に委ねなければなリませんが、

銅鏃をともなう点から古沿峙代前期の4世紀後半の時期に当てはま

ると考えられます。

廿山古項のすぐ北飼には二本松古墳と呼ばれる小さな円墳があっ

て、これらの古墳を保存するためにトンネルエ法を用いて市道川西

半田線が開設されました。古墳を現状のまま残して道路を貫通させ

た例は数例しかなく。市道級では全国で初めてのものです。

廿山古墳は石川中・上流域に残る数少ない古沿時代前期の前方後

円墳として、また、市内南部の地域を治めた首長のシンポルとして

その存在は貴重です。



4世紀後半

廿山古墳出土の銅鏃 （東京国立博物館）

d配ぎ,.,."'!! 
~ 
配
％ 

C 

童

閾

廿山古墳遠景 （北東から） ※白線内が古墳

グ.9



園 彼方丸山古墳

R,-

近鉄長野線川西駅下車東へ徒歩25分

籍薦谷住宅の北西の一角を占める古墳が薇芳尻晶古墳です。

この古燐は直径約35メート）レ 高`さ約4.5メートルの円墳で、昭和

43 (1968)年の夏大阪府教育委昌会が実施した調査によって．周
r)I) 

囲に幅約9メートルの浅い濠をめぐらせていることがわかl）まし
しOう-.う ふさいし

た。また、周濠の中には葺石と思われる丸石が推積していてもと

もと笠石が使われていたと考えられています。埴綸については、墳

丘上では全く認められませんでしたが、周濠の中から紡扁宿薗繭な

どの恒輪片が出土していることから．墳丘に設けられていたと考え

られています。

内部構造については．調査されていないため明らかではあl)ませ

んが．籍哭式石室をもっているのではないかと考えられています。

この古墳は、石川の東の地形的にかなり高い河岸段丘の上にあっ

て、石JIIを広く望み、下流の古市古墳群の一角にいたるまで展望で

きる絶好の位匿を占めていることから、古墳の周辺にあたる市内東

部の蒻芳 ．在倫．蔽翰の地域を支配していた地方豪族の墳墓ではな

いかと考えられています。

古墳の造られた年代は、垣綸から5世紀の初めごろと考えられ、

古市古墳群が造られた時期と一致する点でも興味が深く、富田林市

におる数少ない古墳時代中期の古頃としてたいへん重翌なもので

す。

また、この古墳の上方の丘陵にかけては．弥生峙代後期の竪穴住

居の跡がたくさんみつかっていて、当時の集落が高地に営まれる特

徴をよく示しています。

参考文献 「富田林市史」第1巻

「富田林市の埋蔵文化財」



5世紀初め

彼方丸山古墳全景 （南西からl

出土した朝顔型埴輪の上部 （大阪府教育委日会）

gグ



國田中古墳群

22 

近鉄長野線滝谷不動駅下車北東へ徒歩20分

ふしみどう r'll<'l 

富田林市伏見堂の親山に近い丘陵上に5基の古墳があリ、これら

をあわせて田中古墳群とよんでいます。この地は、すぐ目の前を石

川がゆるやかに流れる、たいへん見晴しのよい所です。

5基の古墳は群集墳をなし、そのうち3基は宅地開発にともない

発掘調査が実施されました。調査された古墳は、どれも直径約20~
りょうそで ••r:. そで

30メートルの円墳で、内部は両袖式と片袖式の型式をもち、野石を

積み上げた横穴式石室であることが確認されました。

1号墳は現在墳丘や石室の一部がこわれたまま放匹されていて、
てつじ

床面には小石をしきつめたあとがあリます。勅伍品としては、鉄地
，iぞう

に金銅を張った馬具・鉄刀片・伍蔽、さらに高杯・臆．壺．装飾付

壺破片などの須恵器が出土しています。
"んしつ い うかいが人 ふf:.l•L

2号墳は、玄室内に凝灰岩製家形石棺の蓋石が残されていて、こ

の棺蓋は現在富田林市立第二中学校校庭に保管されています。

3号燐石室内部の測壁は、比較的垂直に整えられていて、床面に
せ人どう

は小石がならべられ、石室中央から羨道に向かって排水溝が作られ

ていました。また、玄室と羨道の間には凝灰岩の板が立てられてあ

リ、2号墳と同じように凝灰岩製石棺の破片が残されていました。

4号墳はこの古沿群の中では最も大きく、比較的保存のよい片袖

式の石室をもっています。

5号墳の墳丘には討函賃の石材が露出していますが、内部の様子

は未調査のため詳しくはわかりません。しかし他の4基と同じよう

に横穴式石室をもっているのではないかと考えられています。

この古墳群は六世紀中ごろから終わリころに造られたものでこ

の周辺に勢力をもっていた豪族の人たちの墓であろうと考えられて

います。



6世紀中ごろ～末

区 ~ 
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4号i員の石室内 （南から）

2号墳の凝灰岩製家形石棺蓋 （市立第2中学校校庭）

え`9



国 新堂廃寺

g、

近鉄長野線富田林駅下車北西へ徒歩20分

現在、緑ケ丘町の府営住宅中央に広場が残されています。これが

大阪府下で四天王寺と肩をならべる飯遥時代の寺院址、薪籍倫等ヵゞ

あったところです。

この地は小字を堂の前といい周辺から多くの古瓦がみつかリ、一

部学者の間で新堂廃寺と仮称されていました。昭和34(1959)年と

昭和35(1960)年に行なわれた発掘調査の結果、多くの飛烏時代と
さF人

それ以降の瓦とともに基壇漑構の一郭がみつかリました。基壇とい

うのは、建物を建てる時の基礎施設のことで，岩藉．庶面＇．籍 （薙
人か

瓦のようなもの）積の3種があリますがここでは瓦租の基環が残

されていました。

ただその基壇の年代は奈良峙代のもので、飛鳥時代に創建された

古い基増は削l)とられて整地され、奈良時代に改めて再建されたこ
がら人

とが確かめられました。これによるとこの寺の伽藍配四 （堂や塔の

ならび方）は、南北に3つの建物が並んでおリ、最も南測のものを

塔址と考えると中央は金堂址となり、北測は講堂址という南向きの

四天王寺式となリます。塔址の基壇は一辺13.4メートル、金堂址は

東西15.9メートル、南北14.1メートル、講堂址は南北14.2メートル

で輿行きはよくわかっていません。さらに塔と金堂の西に南北2?.6

メートル、東西16.4メートルの細長い建物基壇があl)ましたが、こ

の建物が何であったかは，はっきりしていません。
9ヽくが 亡ぺ人I¥人，I!もんのさ 14

出土した屋瓦の中に、飛烏峙代に属する素弁蓮華文軒丸瓦 （写真
1よくiiう F人ぺ人

1 ~3)があり、続いて白園時代山田寺式の単弁瓦 （写頁4)、川原
ふくぺ人 'CA.Uょう

寺式の複弁瓦 （写頁5)、さらに天平特代の複弁瓦 （写頁6)、鎌倉

峙代の色安瓦など、それぞれの時代の代表的な型式の瓦がそろって
”人もい,,,-~滉 しび

います。このほか鬼面文隅梧 瓦、梧先瓦、鵠尾の破片も出土して

います。



7世紀前半~14世紀ごろ

＜写真1>素弁蓮華文軒丸瓦

＜写真2>素弁蓮韮文軒丸瓦

＜写真3>素弁蓮華文軒丸瓦

,t'._7 



この寺院址西側にはオガンジ池という寺名を残す池があることか

ら、新堂廃寺は創建当時「オガンジ」と称したと考えられます。「オ
（＂ら

ガンジ」に「烏含寺」の字をあてると、もと百済の寺として「烏含
チュンチョン,.トポリヨンゲンミサンiョン／ンジュリ

寺」とよばれていた装国忠清南道保寧祀範山面聖住里にある聖住寺

址と何か関係があるようにも思われます。富EB林市の南部には、古

く「旨滋韮」の名があリ、その昔百済から多くの人びとがこの地

に移リ住んでいたことが r日本書紀にも記されていて、その人び

とによって伝えられた百済文化の影響を示す例として、この寺院址

は大変興味あるものといえます。

事
叩
氾
新堂廃寺主要建物配列図 （大阪府教育委目会）

g、
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＜写真4>単弁重圏文軒丸瓦

（山田寺式単弁瓦）

＜写真5>川原寺式の複弁瓦

＜写真6>天平時代の複弁瓦

2/~ 



国 ぉ亀石古墳

2,! 

新堂廃寺から西へ徒歩5分

オガンジ池北側の丘陵上に、釜蔚．冦妓． 竺呈の山々と、石川谷

をのぞんでお亀石古墳があります。地表に露出している石棺の上部

がちょうど亀のように見えるので、お亀石古墳と昔からよばれて

きました。

この古墳は、南に向かって傾斜した丘陵の尾根筋につくられた直
tよ びさ の

径約30メートル、喬さ約3メートルの円墳で羽曳野丘陵の昔のお

もかげをわずかに残す雑木林の中にあります。
ょ・ぐら せ人どう

古墳の内部は、横口式石棺ともよばれる石棺と羨道との組み合わ

せからなっていますが、古墳峙代後期の古墳にみられる横穴式石室
"んしつ

のように石棺を納める玄室を設けていないのが、この古墳の大きな

特色のひとつです。また二上山産の白石とよぶ凝灰岩でつくられた
ふた ’‘’が9とっ さ

家形石棺の蓋には6涸の縄掛突起がついていて、正面には遺体を納

めるための入0が設けられています。そしてその入口を塞ぐための
uん
石の栓が残されていて、これも大変費重なものといわれています。

この古墳の年代は、玄室が設けられていないこと、羨遵が切石造

リであること、石棺の型式が新しいことなどから7世紀前半であろ

うと考えられています。
，， ずか お く が

またこの古墳の石棺のまわりには、・飛烏峙代に寺院の屋瓦に用い
・・ヘ さ

た平瓦を護壁のように積みめぐらしてあリ、大変重要視されていま

す。というのは、この平瓦と同種のものが、すぐ近くにある新堂廃
（ ドら

寺にも使われていたからです。当時寺を建てることは、百済から

伝えられた最新の建築技術であリ、新しい宗教としての仏教を信じ

ることでした。このことからお亀石古墳は当時の百済文化を積極的

に受け入れて新堂廃寺を建てたこの地方の豪族の墳墓であろうと考

えられます。



7世紀前半

羨道入口から横口式石棺をみる （南から）

2.9 



圃 ォガンジ池瓦窯跡

’‘ 

新堂廃寺から西へ徒歩3分

府営緑ケ丘住宅の北西に接してオガンジ池があリます。この池の

東北隅の一角に瓦窯が営まれていました。この窯は谷をせきとめて

造られたオガンジ池の水面下に沈んでいますが、窯が造られた当時

は丘陵の南斜面にあって、窯の南側には小川が流れていたと思われ

ます。

この窯の存在が明らかになったのは昭和44(1969)年のことです。

池の水によって洗われた窯の壁面が一部霧出していました。そして

窯の内容を明らかにするために発掘調査が行われ、この窯が無段の
9よ人らかしうの9い）がよ

半地下式登窯であることがわかリました。全長約5m、幅約2mの
てんIJょう

大きさがあって、床面には天平時代 (8世紀前半から中ごろ）の瓦

片が大墨に堆積していました。また壁面を補修するために笛は時

代 (7世紀後半）の瓦が使われていて、この窯が白旦時代から瓦を

焼いていたことがわかリました。つまり、白旦時代から天平峙代ま

での約100年間にわたって窯が使われていたわけです。

この窯の特色は、天平時代の瓦を焼いたときに燃焼部の床を0ス

トル （火格子）状に改造し、奥壁には縦方向に2本の煙出し溝を掘

って平瓦でふたをしていることです。いずれも火の通りや煙の通リ

をよくするために工夫されたものです。

その後、昭和60(1985)年に池堤の改修工事が行われることにな

った機会に、水面下になっていた部分を発掘調査することができま

した。その結果、前述の窯の南側にさらに窯があったことがわかリ

ました。この窯は有段の半地下式登窯で、北側の窯と同一線上に造
たんぺんれ人•H"-のさ よ る し.. 

られていて、床面には白旦時代の山田寺式の単弁蓮華文軒丸瓦や重

菰笈糾箪瓦をはじめ天平時代の瓦が大塁に堆積していました。また、
せ人 ずずり

これらの瓦にまじって墳や硯が含まれていました。さらに瓦を焼い

たときに生じる灰をすてた骰篠ヵ‘らは紺五時代 (?世紀前半）の桑



7世紀前半~8世紀

・~

オガンジ池瓦窯跡全景 （南から）

瓦 ・渇出土状況 （南から）

.-7, グ
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ペ人れ人,rt人のさよる たるさSさ ふくぺ人n人ヽ fも人のI!る

弁蓮華文軒丸瓦や梧先瓦、白旦時代の川原寺式の複弁蓮華文軒丸

瓦、そしてめずらしいことに陶棺片が出土しました。

これらの調蓋から、このオガンジ池瓦窯は飛馬時代から天平時代

の約200年間にわたって同じ場所でなおかつ同一綜上に斜面の下方

から順に上方に窯を築いて瓦などを生産していたことが明らかにな

りました。そして、この窯で焼かれた瓦と同一の瓦が窯から約100m

束南の新堂廃寺に使われている事実から、新堂廃寺専属の瓦窯であ

ったことが確実になリました。

こうした飛烏峙代の寺院に付属して近くに造られた瓦窯は全国で

もめずらしく、現在のところ、奈良県8月8香村にある飛烏寺と富E8

林市の新堂廃寺の2例しかみつかっていません。

オガンジ池瓦窯で焼かれた瓦の種類もそれぞれの峙期の典型的な

型式 （山田寺式・ 川原寺式• 平城宮式）の瓦があります。なかでも
そがの くらや 1だいしか わlろ

山田寺式の軒丸瓦が奈良県桜井市にある蘇我倉山田石川麻呂によっ

て建てられた山田寺のものと非常によく似ていて、両寺の関係の深

さをうかがわせます。オガンジ池瓦窯は当特の大和と河内の密接な

交流を物語る貴重な遺跡ということができます。

参考文献 「富田林市史」第1巻

「富田林市の埋蔵文化財」
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. ~ 
＜写真1>素弁蓮蓬文梧先瓦

＜写真2>素弁蓮華文軒丸瓦
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ミ冒霞

~、
＜写真3>素弁蓮華文軒丸瓦
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m龍 泉 寺

近鉄長野線宮田林駅下車、金剛パス龍泉停留所徒歩30分

富田林市の南東磁笛中腹に龍泉寺の名で知られる犀頭缶送全釜

龍泉寺があります。薬師如釆を本慈とする真言宗の古い寺院で、古

代には三重塔をはじめ金堂、講堂などがたちならび、中世には23に
,., ら0 う

及ぶ塔頭 （子院）があって、たいへん栄えていました。現在はみる

からに浦楚な感じのする山寺となっています。古い記録によれば、

当寺の創建は西暦594年で、河内石川地方からでたともいわれている
そが う 2こ

豪族で蘇我氏の一族、馬子の手で創建されたものといわれています。

また龍泉の名が示すとおり龍にまつわる伝説も伝えられています。

さて本堂西側の境内には、国指定の名勝としてよく知られている

庭菌があります。池を中心にして、周囲を木立ちに囲まれたこの庭

園は南北朝以前のものといわれ、東西約45メートル、南北約60メー

トル、水面約1,500平方メートルの広さを持っています。池の中には
ぺんざじて人

南北にほぽー列に並ぷ3つの小島があリ、中央に水神である弁財天、
ド 、 ，．て人

その両測に神通力を与えるといわれる荼釈尼天、魔障をとリ除く
いうで人 でしん

聖天の社をそれぞれまつっています。

この庭園によく似たものとして、京都府宇治市にある平等院・法

金剛院、奈良県の大乗院・浄瑠璃寺などの庭園があり、これらは浄

士式庭菌と呼ばれています。龍泉寺庭園もこの様式の一種であると

いわれていますが、造られた時期は古代にさかのぽるという説もあ

り、この説をとると日本最古の庭園であるということになリます。

また龍泉寺には、国の重要文化財に指定されている仁王門があリ

ます。南北朝の戦乱の最中、さいわい残ったこの門は、形式手法な

どから鎌倉時代の中ころのものとされ、中世のものとしては大阪府
"'さでく し人．

でもただひとつの八脚門であるといわれています。八脚門とは控柱

が主柱である本柱の前後に名四本、合計八本の柱をもつ古い時代の

代表的な門の形です。これまでに数回の修理が行なわれていて．陀

.f4 
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和39(1964)年4月から昭和40(1965)年6月までの約14ヵ月の期

間をかけて行われた解体修理が最近のものとなっています。この修

理では可能なかぎり建立当初の形式にもどすことがこころがけら

れ、修復を終えた現在の仁王門はより原形に近い形となリ、簡素に

して雄大な姿をとどめています。

この門の中に納められている金剛力±像 （仁王像）の胎内には、

趾婿元 (1275)年の年号が記されていました。これによって仁王像
の造られた年代がわかるとともに、さきの仁王門の建立年代を知る

重要な手がかりのひとつにもなっています。

仁王像は写実的な表現がされている反面、頭部と体の構成や細か

な筋肉表現などにわずかに形式化されている点もみられ、鎌倉時代

中期の一般的な手法をよく示しておリ、大阪府の有形文化財として

指定を受けています。

大阪府指定文化財としては、この他に木造の聖徳太子二歳像も安

囲されています。寄木造りに彩色された高さ40センチメートル程の

小さな像ですが、胎内には数枚の納入品があり 、それぞれに記され
―ぅ"(

た年号から推定して、製作年代は興国?(1346)年であろうとされ
しよう,,う

ています。なかでも私本版画の如意綸観音像は、正応 4(1291)年

の年号をもつ優秀な作で、日本仏教版画の歴史を考えるうえで標準

となる貴重なものです。

なお当像は聖徳太子が二燦のときに、東方に向かい「南無仏」と

唱したとされることに由来する像で「南無仏太子」とも呼ばれてい

ます。



龍泉寺仁王門 （南から）

g
 ~t:Ji 

”—―~ .. 』 |

木造聖徳太子二歳像

.17 



匿 美具久留御魂神社

J'd' 

近鉄長野線喜志駅下車南西へ徒歩15分

"CJさの

近鉄喜志駅から南西方向、およそo.?キロメートル、羽曳野丘陵の
，，自 く るみたよじ人じゃ

疇に「美六久留御魂神社」があります。なだらかな丘陵の開発が

進むなか境内一帯はひときわ緑濃くうっそうとしています。18国
，， わがし.., 

道170号線からは大きな鳥居をくぐリ粟ケ池を左に見ておよそ0.5

キロメートル、整備された参道を西に向かって歩いて行くと当神社

があリます。
み く＇くる みた』のかみ k』9くじぬしのみこと あの

祭神としては、本殿中央に美具久留御魂神 （大国主命）、左に天
のみく1qのかみ みず"の めの みー と くにのみく よ＇）のか み ・『せ qVII>のみこと

水分神・弥都波廼売命 、もに国水分神・須勢理比売命を祀って

います。

また境内神社には、10社合わせて39柱の神、相殿には13柱の神が

祀られています。

社伝によれば、崇神天皇10年に大蛇が出没し百姓が大いに恐れた

ため、天皇が幣を捧げて大国主命の荒御魂を祀リ社殿を創建したと

いわれています。
わI:の みで さし9しらで

社名、美具久留御魂神社の名は、他に古くから和爾宮・支子宮、
た"みくより かみ しし

千早赤阪村の建水分神社を上水分社と呼んだのに対して下水分社と
かしょう

呼ばれてきました。和爾宮の社名は、文徳天皇実録の嘉祥3(850) 

年12月の条に 「河内和爾神の階を進め、従五位上を加う」とあり、

この神社の古さを示しています。

当神社は朝廷との関係が古くからあり 、神位やEB地がしばしば寄

進されました。現在では周辺の人々から土地の氏神・水の守l)神と

して崇められています。

祭祀の主な行事は、当神社背後の山頂で、4月15日前後に天神を

おがむ他に、 3月18・7月15日・10月17日に行われます。なかで
じく・u

も10月17日の秋祭には、みこしのお渡りや地車 （だんじり）ひきが

あって格別のにぎわいをみせます。
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河内名所図会享和元 (1801)年

美具久留御魂神社正面（東から）
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参道左手にある粟ケ池は、古くから当神社に参拝する人たちが手

を洗い、 Dをすすぎ、身を清めるための池であったといわれていま

す。後にはかんがい用の池としても利用され、今に続いています。

『日本書記仁徳天皇13年の条に
t, ,. 

「 1 3年冬1 0月 ・ ・ ・疇• •和疸池を造る」
とあり、推古天呈21年の条にも

「21年冬11月、液上池・畝傍池・ 和頂池を作る」

としるされています。大阪府誌では、この和頂池と粟ケ池について

「仁徳天皇の13年冬10月に開さくされたが合どこにあるか明ら

かではない。美具久留御魂神をひとつに和爾神ということから考え

れば、あるいは喜志村にある粟ケ池ではないだろうか。またあるい

は、和爾池は粟ケ池とわずかに堤防をもって境界とされていたが

いつの日か堤は崩壊してひとつの池となリ、和爾の名は忘れられ、

世の人は単に、粟ケ池と呼ぶようになったのだろう」とその由来を

説明しています。

当神社の拝殿には、たくさんの絵馬がかけられてあります。その

なかに、全国的にも珍しい江戸峙代に友好親善使節として李氏朝鮮
らょ うせんつ,L人L

から日本へ派遣された朝鮮通信史の船旅の様子を描いた絵馬があリ

ます。この絵馬は縦98センチ、横189センチあり 、発籍8(1695)年

に喜志桜井村 （現在の桜井町付近）の11名から奉納されたもので

当時朝鮮通信史の評判が広く庶民の周にいきわたったことを示す

費重な資料といえます。

参考文献 「富田林市誌」

「宮田林市史」第4巻

「角川日本地名大辞典」27大阪府



Iし;_・・ ··):\~: ¥ ¥')口:.:'.¥ , ~. = . . . ..'. . . . - . • _: : 心~1

南東から粟ケ池と神社を望む（矢印が御神体となっている山）

朝鮮通信使の絵馬
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置l滝谷の不動尊と二童子立像

、2

近鉄長野線滝谷不動駅下車東へ徒歩20分

rき，，にふどう
近鉄滝谷不動駅から石川をこえ、坂をのぽること約20分、通称「滝

谷不動」につきます。最近では、滝谷不動という名前の方が有名に

なって、正式な名前を知っている人が少なくなリましたが、正しく
みょ うわうじ

は滝谷山明王寺（頁言宗）といいます。
こう,rうだいし

このお寺は弘法大師が開いたものと言われています。もともとは
，，11<'1 

もうすこし南の猿L1.JL1.J腹にあったそうです。室町時代から戟国時代

にかけて兵火にかかり勢いを失いましたが、その後江戸時代のはじ

めに、現在の地に再典されました。今日では広く人々の信仰を集め、

毎月28日のお不動さんの日には、駅からお寺までの道の両側にた＜

さんの屋台が並ぶほどおおぜいの参拝者があります。

本尊の不動像は文化財としても高い価値を持っていて、両脇の二

童子立像とともに国の重要文化財に指定されています。写真でもわ

かるように、この不動像は右手に剣を、左手に縄をもち、腰をやや

もにひねって岩の上に立っています。このようなスタイルの不動像

を特に「波切不動尊」といいます。

昔弘法大師が唐 （今の中国）から帰国の途中、遭難しそうにな

ったとき、不動尊が海上にあらわれて波風を切って治めたといい、

そのときの形相を思いおこして造ったのが波切不動尊の始まリであ

るといわれています。その後、波切スタイルの不動像はたくさん造

られましたが明王寺の不勤尊はこの種の中では芸術的に特にすぐ

れた作品なのです。

また、この像はからだの中にすみでかかれた文字があって、制作

年代がはっきリわかることも価値を高くしている理由の一つです。
か人じ

その銘によると、この不動尊は寛治8(1094)年、 23人の男女が

協力しあって造ったものであることがわかります。 23人の人々 は、

病気にかからず，長生きできる様にと願ってこの像のために資金を
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出しあったのです。
ゼ，.r-かどうじ

不動像の右に従っている移籍蘊極浮、左に従っている制0毛迦童子

の両像もすぐれた作品です。務渇羅とか制旺迦というのはともに、

めしつかいとか悪鬼とかいう意味で、これらは不動明王のめしつか

いになることによって救いを得ているのです。
りう し•/\<•

また当寺には高さ17.1anほどの金銅製の宝珠鈴が伝わっていま

す。大阪府の文化財指定を受けているこの宝珠鈴は、平安時代後期

の特色を備えたもので、保存状態も極めて良く、同特代に制作され

たものの中では最秀作であるといわれています。

正面 （南から）
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国 浄谷寺の石造地蔵菩薩と板碑

‘‘ 

近鉄長野線富田林西口駅下車東へ徒歩5分

掻各器は富田林町にある蔽蘊葱屈宗のお寺です。もと筈’容村に

あったお寺を、実甜2(15?4)年に、現在地に移転したものだとい

われています。

このお寺の門をくぐるとも向に二尊堂という建物があリ、その

中に、大阪府から文化財指定されている石造地蔵菩藉立像がありま

す。

石造地蔵菩薩というとむずかしくきこえますが、やさしく言うと

石 （花尚岩）のお地蔵さんです。

このお地蔵さんがどうして重翌な文化財であるかといいますと、

痣湊涜(1311)年という非常に古い時代につくられたことがお地蔵

さんの両側にきざまれた文字によってはっきリしているからです。

応長元年といいますと、鎌倉峙代のおわリごろにあたります。地

蔵吾薩に対する信仰は、平安峙代の中ごろから次第に人々の間に広

がります。鎌倉峙代にはいると、お地蔵さんがあちこちにつくられ

るほどになりました。しかし、現在のこっているこの時代のお地蔵

さんではっきり年号がわかるものは少なく、浄谷寺のお地蔵さん

のように古い年号をもつものは、府下でもめずらしいものです。ま

た、このお地蔵さんの足もとにきざみ出された一対の花びんは、た

いへんめずらしいもので、その価値をいっそう高めています。

ところで、地蔵像の両側にきざまれた文字をさらにくわしく読む

と、次のようになっています。

没故小比丘尼報恩覚霊位

応長元年巖辛亥

六月廿七日建立
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没故済戒真證覚霊位

このお地蔵さんは、報恩という人と真證という人の2人の人物の

死後の供養のためにつくられたことがわかリます。小比丘尼という

ことばから、報恩という人物は、まだ年少の女の子であったものと

考えられます。地蔵は地獄のさいの河原におちた子供を救うと信

じられ、子供にはとくに関係が深いとされています。

浄谷寺にはさらにもう一つ、たいへん古いものがあリます。庭の
l• ,. Cl 

片すみにある板碑です。この板碑は花尚岩でできていますが、表面

がすリヘってしまっているため、 一見しただけではただの石の棒の

ようにしか見えません。ところが去る昭和51(19?6)年大販石造

遺品研究会の赤沢信一氏が苦心して拓本をとった結果、地蔵よりも
えいに人

さらに古い永仁元 (1293)年の年号が発見されたのです。現在、富

EB林市にのこっている石造遺品の中では、最も古い年号と考えられ

ます。

参考文献 「大販の石仏」 清水俊明著

「大阪金石志」 天岸正男奥村隆彦著

「大阪府全誌」 井上正雄著

「富EB林歴史散歩」 祢酒太郎薔
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置 中佐備共同墓地の宝匿印塔と板持共同墓地の十三重層塔

ク、

近鉄長野線富田林駅下車、金剛パス板持 ・中佐偏停留所ともに徒歩10分~15分

“かさ U
中佐備の塁地は東に金剛Ll.Jをのぞむ山の斜面にあります。この夏

地のまん中に写真のような石の塔がたっています。このような形を

した石塔を呈鹸玲籍といいます。宝菌印塔は鎌倉時代以降供授塔

としてたてられることが多かったようです。
IIうじ

今日わかっている宝暖印塔の中では、宝治2(1248)年につくら

れたものが一番古いとされていますが、中佐備の宝暖印塔もその様

式から判断して中世のものであろうと考えられます。その当時はま

だふつうの庶民は．死んでもただ土の中にうめられただけでした

からこのような立派な塔を造ってもらって供養された人物はお

そらくこの地方のかなリの有力者であったものと考えられます。し

かし、残念なことにどこにも銘がないため、くわしいことは何ひと

つわかリません。

これに対して蔽籍共同夏地の十三重層塔は、土台になる石の一面

に銘がはいっていで制作年代をはっきリ知ることができます。

花滴岩製のこの層塔は高さが4メートル];).__ヒもあリ、重みで土台

の石が地中に半分以上めりこんでいます。そのために銘文は半分

以上読めなくなっていますが残っているわずかな部分から、「笈粒

3年巳末」 (1319年）という文字が読みとれます。他の例から推測し

てこの層培によって供衰された人物や施主、この層塔をつくった

石エの名前がかくされている可能性があります。
く『の》上さしII

1319年といえば有名な楠正成が活躍する直前ですから、楠氏に

糊係する名前が出てくるかもしれません。また石エの名前で言えば、
l-0,l•(rぇ

東大寺の再廷事業の為に来8した宋人伊行末の一派が出てくるかも

しれません。もしそのようなことがあればこの十三霞層塔の価碩

はさらに高まるものと思われます。

参考文献 「大阪の石仏」 清水俊明著

「大阪金石志」 天岸正男奥野隆彦著
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置 嶽 山 城址

.§2 

龍泉寺から西へ徒歩20分

ド"ぐA

嶽山は富田林市の南東に横たわる高さ278メートルのなだらかな

山です。この山の頂上に大きな石の碑がたっています。その碑のあ

たリ一帯が猿山城のあとです。

殺山城は、山腹に臆泉寺があることから、別名、龍泉寺城とも言

ぃ漏涅悔fの築いたいくつかの城の一つであるといわれています。
もっとも、城といっても中世の城ですから、今日見ることのできる

大阪城や姫路城の様な立派な天守閣をもった城ではなく、いってみ

ればさくをめぐらしたとリでの様なものです。

楠正成の死後も南朝と北朝の争いはなかなか終らず、南朝方は吉

野を中心にこの南河内南部を拠点にして、北朝方に対して抵抗を続

2さ"'''けていました。嶽山の城には楠正成の子、正儀がたてこもっておリ
L ょ うへl•

ましたが正平15(1360)年北朝の細川清氏や赤松範実という武士
たし・ヘ,.. 

たちがこの城を攻め落とそうとしました。その事は、 r太平記とい
し・<~

う本の中にくわしく述べられています。（巻34、龍泉寺軍の事）それ
"ヽ/'

によると嶽山の城には和田氏楠氏などが初めは大和や河内の兵

千人あまリとともに立てこもっていましたが、 寄せ手が無理に攻め

ようとしないので、ただ立てこもっていてもしかたがない、山の下

におリて攻撃しようと考えました。そこで百人ばかりを恕山の城に

残し、木のこずえなどに旗などをくくりつけてなお大葵の兵がた

てこもっている様に見せかけました。
つづ<'J

寄せ手の北朝方は今の廿山のあたリに陣をとっていましたが、こ

れを見て、こんな大勢の兵が立てこもっていては攻め落とすのはと

てもむずかしいと判断して 1508以上もむだに日を過しました。

ところがある時、主鹸という一族の智恵ある老武者が嶽山の上を

見て、山の上を飛ぶ蘇ゃ畜らゞ少しもおどろいたり 、さわいだりする

様子がないことに気づきました。これは大勢がたてこもっている様
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龍泉寺城址石碑
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にみせるための計略にちがいないと考えて土岐の一族500騎は夜明

けに嶽山の城をおそいました。これを見た他の武士達もいっせいに

嶽Ll.Jに押しよせたので嶽山城はあえなく落城してしまったという

ことです。

もちろん 『太平記』は軍記文学の傑作であっても、記述のすべて

が史実に基づいているわけではありません。近年出版された「大阪

府史」などもこのような戦いにはふれておらず、 『太平記』の記述は

楠氏の知略を象徴する「逸話」と考えるのが適当かと判断されます。

いずれにせよ後にこうした「逸話」をうみだすほど長く続いた猿山

周辺での南北朝の争いも1392年の両朝合体をもって終止符を打ちま

した。

しかし、嶽山城はその数十年後、河内の支祀をめぐる畠山家のう

ちわもめのときにふたたび戦乱の舞台となリます。

畠山政長を襲撃した畠山義就が逆に敗れて狙山にたてこもったの

です。政長は、たてこもった義就を大軍をもって取り囲み、山の下
りょうどう

から火をはなって攻めつけましたが義就は屈せず、糧道をたたれて

高野山めざして敗走するまで3年近くももちこたえたのでした。こ
ろうじょう

の踊城はほかに例をみない長期のものであり落城したとはいえ義

就は「当代随一の名大将」と評されました。

参考文献 「富田林市誌」

「太平記」日本古典文学大系

「応仁の乱」 鈴木良ー著

「大阪府史」第3巻．第4巻
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圃 錦織神社本殿と摂社

.7,、

近鉄長野線川西駅下車西へ徒歩5分

つづぐJ

近鉄川西駅から廿山の方に向かって歩くと、川西小学校の手前に

こんもり茂った森があります。
,. し.,,1)

そこが銚織神社です。

入0から森の輿に長い参道がのびています。参道の両倒には大木

が連なl)、あたりの騒音をさえぎっています。散策を楽しむ近所の

老人に時たま出会うことはあリますが訪れる人も少なく 、ふだん

は森閑としています。

けれども、年に一度 10月108と11日のお祭リの日には近郊近在

から大勢の人々が集まりにぎわいをみせます。錦織 ・廿山・酋白 ・

薪蔽 iJb女箇単白袂迅須函などもとの海薔村と川西村の名
地区から繰り出しただんじリが奉納されるからです。

さて、この参遵の奥にある建物が本殿です。この本殿の前に立つ

と、屋根の形が特徴的であることにまず気がつきます。写真右手の
から U ふ

少し丸みを帯びた形の軒を唐破風といい、その少し上の三角形の部
らと I) はふ

分を千烏破風と呼びますがこのように唐破風のうえにさらに千烏

破風をのせた変化に富んだ屋根の形が大きな特徴となっています。

このような屋根の形は同特期 （室町特代）のものとして、河内長野

市の長野神社などにもみられますが、その例は非常に少なく費重な

建築物として国の重要文化財の指定を受けています。

また、このような建築様式は、安土桃山時代から江戸時代にかけ

て多く造られた複雑な屋根様式の原型となりました。有名な日光東

照宮本殿の拝殿なども、この様式を変化させたものだといわれてい

ます。
廿っしで

なお、本殿の東と西の脇にある二つの小さな建物を摂社といいま

す。その建築年代は不明ですが、神社建築の専門家で本市文化財調

査会委貝でもあられた富田林市川西在住の改竹原吉助氏は、「本殿と

同期の作である」と評しており、小さいながらも本殿と同じく 、国
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錦織神社本殿 （南西から）
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の重要文化財の指定を受けています。

ところで同神社近くの内E!3次郎氏の所蔵する資料に南北朝期から

戦国期にかけての同社の造営にかかわる文書があります。

同文書によれば

①同社は中世には「水郡宮」とよばれていたこと。
しょうへ＼・ （江I

②正平18(1363)年をはじめとして戦国期に至るまでの間に再三修

築や屋根のふきかえがなされたこと。

③これらの工事には「神主兼恰頃潅三 善貨行」や「長者三菩亀王丸」

• 「石川五郎殿」 ． 「彼方亀若殿」などの土地の有力者を中心に

して、近郷の民衆の協力があったこと。

などがわかります。

〈注1〉これでもってただちに現存の建物の建立時期を南北朝期と

することにはなお慎重であらねばならない。文化庁の工藤

圭章文化財鑑査官は15世紀前半まで遡らせるのも躊躇され

ている。

文化財建造物保存技術協会 r協会通信』33号吃和62年7月

号参照

〈注2〉今でいうと村長のような役目。百済郷 （市内南部をさす）

全体の惣長者と考えられている。

河音能平著 r中世封建社会の首都と農村』P131参照
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国 興正寺別院

、i"

近鉄長野線宮田林西口駅下車東へ徒歩10分

・ういうじ “う心

興正寺の古い文書によると、興正寺別院は応氷年間 (1394~1428

年）に全又笞村に念仏道場としてつくられ、その後荼籍2(1559) 
し」うし0うし↓うにん じ ，，いよら

年ごろに興正寺14世証秀上人によって富田林寺内IBJの中心寺院

として現在の場所に移されました。
二う'l•うしょうIIうじ ('Jしな

興正寺の正しい名称は興隆正法寺といい、以前は山科 （京都府）

にありましたが、癸笈元 (1532)年に焼けてしまいました。そのた
て人 J

めに大阪にあった天満別院を興正寺の本寺とし、現在の位四に新し

くつくったこの寺を興正寺別院と呼びました。
しょうろう ころう

この寺は東の城之門筋に表門を開き、鎌楼と鼓楼がその南北に、

門を入ると正面に本堂があって、 その北祠には客殿と庫藉があリま

す。境内の広さは南北約35メートル、東西約50メートルで約1?50平

方メートルあります。
h・人い• あ み r: 

現在の本堂は寛永15(1638)年に再建されたもので、阿弥陀仏を
し人らA.Lヽ うに人

本尊とし、そのも脇壇には宗祖親鸞上人の像を安證しています。本
＂人ら A.:・うか

堂の内部は絢煽豪華で、桃山時代のなごリを残した江戸時代初期の

ものとして貴重です。

表門はもと桃山城にあったものでのちに天満の興正寺に寄進さ
ぁん.,,.

れ、さらに安政年間 (1854~1860年）にここに移されたものだとい

われ、その重厚さはまわリの町並みに一段と重みを与えています。

書院と庫裡は文化?(1810)年に再建され、鐘楼と薮楼も同じ年に

今のところに建てかえられました。

それ以後、興正寺別院は富田林寺内町のシンボルとして今もその
二.,どう

姿をとどぬ冨田林御坊として地元の人々に親しまれています。

参考文献 「富83林市誌」
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興正寺別院表門 （南東から）

冒
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興正寺別院本堂 （東から）

、プ



置 富 田林寺内町

‘’ 

近鉄長野線富田林西口駅下車東へ徒歩10分

じ'"、2ら
近鉄冨田林西口駅から10分ほど東へ歩くと富田林寺内IBJの中心、

興正寺別院に着きます。

寺内町とは、中世の終わり頃 (15世紀末から）に浄土真宗本願寺

派寺院を中心にして建設され発展した1BJをさします。このようなIBJ
,,,,i11 l や“ かいづか だし•がつか

は大阪府下には久宝寺・八尾・貝塚 ・大ヶ塚など多くあリますが、

とリわけ富缶林寺内IBJは建設当時のIBJ割が今も残されておリ、IBJそ

のものが大変価値の高い歴史的遺産であるといわれています。

冨田林寺内IBJの起こりは、15世紀の中頃、蘊妨．‘蓮薮両上人が18
.I. IJ ,.. ,. 

毛人ー谷村に念仏遵場をつくり、南河内地方の村々に仏教の教えを広

めたことに始まります。蓮教上人の熱心な教えにより、富田林から

古市 （羽曳野市）にかけて信者の数が大変多くなりました。

その後、 娯篠2(1559)年頃、蓮教上人の孫にあたる腰正寺14世

湿 舅上人がこの地に釆られ、18毛人谷村にある念仏道場より立派な
たかやじょう

お寺をつくりたいと考え、当峙南河内地方を治めていた裔屋城主、

厨員箋宵等箇鼓にたのんで富田の荒芝地を銭100貫文で買いとった

と伝えられています。そして信徒である18中野村・ 18毛人谷村・ 18
<'! らoうだ

新堂村・ 18山中田村の庄屋株2人ずつ計8人に興正寺別院の建立と

別院を中心とした1BJの建設を依頼しました。

現在残っている古絵固のうち~i15 (1?30)年のものが古いので
すが、怪ii3(1753)年のものは一番詳しく画かれています。

富田林寺内IBJはこの図のように、東西、南北とも約350メートルの
どじ

だ円形のIBJのまわリに、幅の広い土居を設け、東西？本、南北5本

の街路が通され東西に長い街区にわけられていたと考えられます。

また街路はほとんどが土居の中でとまり、外に通じるものは、東高
ーぅ，，

野街道や平尾街道、千早街遵への出入□などで、山中田坂・向田坂
Iヽら~<' ま

西□・ー里山□などに門が設けられ、時間を決めて開け閉めしてい
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‘‘ 

たようです。
“人" ,,、'...., ~ 
元和元 (1615)年以降、富田林寺内町は幕府の直轄地として代官

が支配するようになりました。この時から興正寺別院を中心とした
ざ,.こ・うよら

寺内町としての性格は急速に失われ、人口約2,000人の在郷町 （地方

の農業を基礎にして発達した商人や職人の町）として、河南地方の

経済の中心地に発展しました。商業がしだいに盛んとなリ、町に住

む人たちは、堺、大阪などと行き来し、石川の水を利用してつくら

れた酒河内特産の木綿などを多く商いました。この頃「南河内全

部の富を合わせても、富田林一町にかなわない」と言われ、その豊

かさをうかがわせます。現在残されている多くの家々はこの頃の商

家のもので、昔の繁栄を今に伝えています。
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町並み （南西から）

町笠み （東から）

、§



園旧杉山家住宅

‘‘ 

興正寺別院から南西へ徒歩15分

じ,,,、2ら
杉山家は室町時代の終わリ、富田林寺内IBJの創建にかかわったと

じ』うuう
考えられる18家の一つで貞享 2(1685)年に新家村彦左衛門か

ら酒造株を譲渡されてからは、明治の半ばまで酒リ造屋を営み、河
言もいりやく

内酒造業の肝煎役を務めたこともあります。

現存する住宅は、南河内地方の農家に見られる田の字型の簡取リ
よ らで

形式を取t）入れた町家建築として、昭和58(1983)年12月26日国の

重翌文化財に指定されました。

最も古い土間部分は、1650年頃の築造と推定されます。その後1734

年頃現在の姿に整いました。屋敷は東西約60メートル、南北約36メ

ートルあリ、周囲を酒蔵や土蔵が取リ囲む広大なもので、明治の最

盛期には、使用人だけでも70人を数えたと言われています。近年酒

蔵・土蔵などが取リ壊され、呈籐と2棟の蔵を残すのみとなリまし

たが、内部の保存状態もよく近世の状態を今にとどめています。
じヽ ，りかく

建物は城郭を思わせる豪壮なもので、座敷まわリには赤味がかっ
"''さかかペ ムす1;. かのう

た大坂壁が塗られ、大床の間の老松，襖絵などは狩野派の絵師によ

るものです。

馘蘊造リの奥座敷は械役19(1734)年の増築で、明治の終わリ
よ さ の あ會 - ,,,.,, し•そのかみつゅニ

堺の与謝野晶手らとともに活躍した明星派歌人石上露子の愛した

部屋として知られています。愕子は本名を「杉山タカ」といい、明

治15(1882)年当家で生まれました。その容姿から白菊の花にたと

えられた露子は、天性の美貌とともに気品・知性を兼ね備えていた

と言われています。

参考文献 「重菩文化財 18杉山家住宅修理工事報告書」
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霞 仲村家住宅

：ヽ5

1日杉山家住宅から南東へ徒歩1分

旧杉山家住宅と道ひとつへだてた、南東側に高い塀のある家があ

りますが、これが仲村家住宅です。
さど<' ,, 令 II

同家は、酒造家で屋号を佐渡屋と称し、享保19(1734)年以後は
た“あろしちょう

ほぽ代々徳兵衛を襲名しました。｛中村家に伝わる 「店卸帳」によ

ると癸恥 (1785)年仲村家の酒造米嵩は、2135石に達し、富田林

村内はもとより、河内国においても最大の酒造規模を誇り、籍薮4

(1792)年には、江戸に酒を出荷する酒造業の組合長である「河内
か人せ,.

一国江戸積酒造大行司」となリます。仲村家が寛致年間(1789~1801

年）から、河内の酒造業で重要な位団であったことがわかります。

嵐痣元 (1865)年に画かれた正確な 「屋敷図」が残されておリ、

この図と現状を比較すると、屋敷の北側に並ぶ土蔵などは、元の酒

倉の規模をほぽ踏襲しています。
,, もで

現在残されている主屋は、天明2~ 3 (1782~1?83)年に建てら

れたもので、この南に続いている3室の別座敷や表にある店の部分

も同じ時期のものと考えられています。この店の間と主屋とを別棟

にして前後につくる建て方は京都や大阪でもとくに大きな商家の

構えといわれておリ、富田林寺内町でも特に注目されています。

また歴史上有名な籟伍蘊ゃ昔笛松藷もかってこの地を訪れ、当家

に滞在したといわれています。
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‘ 仲村家住宅外観 （北西から）

仲村家住宅外観 （南西から）
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圏 東高野街道錦織一里塚

／ク

近鉄長野線汐ノ宮駅下車北へ徒歩15分

18国道170号線を富田林から河内長野に向かって行くと汐ノ宮駅

の手前、近鉄長野線と道路が最も接するあたリの東測にこんもリと

盛り上がった場所があリます。そして、かつてはその西剰にも同じ

ような場所があリ、それぞれ西塚、東塚と呼ばれていました。ここ

が東高野街道錦織一里塚です。

一里塚は、中国に起源をもつものです。街道に沿って一里ごとに

塚のような土の高まりを築いて大樹を植え、旅人に日蔭を与え、一

里の目印にしたといわれています。B本では江戸時代のはじめに全

国的に造られました。

錦—里塚は、一辺が約 9 メートルの正方形で、高さは約 2 メー
人のI

トルあります。かつては、この塚の上には一本松と榎が繁っていて

旅人の休み場所となり、また距離を測る目じるしともなっていまし

た。

この付近には、昔、東高野街道が開けていました。この街道は北

は京都、枚方から東の山すそを通って喜志一新堂一宮田林をすぎ、

錦—河内長野から高野山まで通じておリ 、 参詣道として発展して

きました。
IHいい人とう

この一里塚には二つの宝徳印塔と一つの石碑が残されています。

完全な形で残されている宝暖印塔には、次のような文字が刻まれて

います。

東側供養之施主河州錦郎拐

錦拐村田中源左衛門

西飼紀州牟婁拐芳養村日向

行者法師理元

宝永六年巳丑歳三月吉8

北飼具一切功徳慈銀視衆生



17世紀～

~ 

言

C禰
~ 

ふ

昭和25年当時の一里塚 （南西から）＜中野吉信氏撮影＞

--・I/J!IIII 
＇ 

:¥ 七二＝＝
.. 疇"'

＼ 
戸ーr-~1
..,,,_., 暉,... ,, ¥、

: . , .・,t-:-: ¥¥ • •;.. — 
' <• 、- . . - .' ..._. 
----・-.. ・--.. "-- . 

i~念・'"" -----し
ヽ 厄！
LI!!! 匿璽l

．．、£ らりへ

．膠
冒

ヽ·. • . .... 
・・ . . 
'"', ,...... • , 

.ヽ,.,._ ・・ ： ., = 
.':、}.'..'・,,;,'.i  ., • 

. jl・知，，；9、'::;_・.:,. ・ ' . .. ふ．、ゞ
•. ,:,, ・ ・ ・
・.I, 心：('"・・  .,,:. 沿：•. -~.','. :! 咄 9序・ .. 
ふ`こ、太、知 ． • ゞ -. ヽ'· •

現在の一里塚 （東から）

,?: グ



71' 

奉供養西国ttt三度成就所敬白

この内容は、螢勢~6 (1709)年3月に、紀州 （和歌山県）芳養村
の理元法師が西国三十三ヵ所を33度満顧した供養の記念として造っ

... 、"""
た宝暖印塔であってその費用を18爺祀村の田中源左衛門が先祖の

供養のために出したというものです。

もう一つの宝徳印塔には軍忍2(1653)年の年号が刻まれていま

す。

これは正円というお坊さんが同じように西国三十三ヵ所まいりを

終えた記念につくったものです。また石碑には、貞讃という坊さん

が大乗妙典というお経の本を5千郎読んだ記念につくられたもので

あることが記されています。

この宝隈印塔は、この一里塚の造られた年代がそれ以前であるこ

とを証明する貰料として貴重です。



嘉永4 (1851)年の古絵図に一里塚が明記されている

（田中正雄氏蔵）
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郡 邸

近鉄長野線川西駅下車東南へ徒歩5分

笈因3(1863)年8月15日夜淀川を伏見（京都府）から大阪へ
と急ぐ2隻の船がありました。その船には中山忠光 （公卿）を隊長

とする一団の人々が乗リ組んでいました。この一団の人々が、のち
て人らOう（、み

に天誅組とよばれた人々です。
ーぅ，，

一行は堺で船を降リ、伍迅 （大阪狭山市）を通って16日には向田
にこ.,,

村 （今の富83林市甲田）の水祀善之祐の屋敷にはいリました。

菩之祐は笈薮9(1826)年1日向田村の代々、代官または庄屋をつ
かん，．

とめる家に生まれ、彼もまた嘉永6(1853)年父のあとをついで大

庄屋になりました。 1853年はペリーが黒船を率いて浦賀にやってき

た年です。その後、幕府はペリーの要求に押されて開国をきめまし

たが開国にともなう諸物価の値上がリは、全国に武力で幕府を倒
・人のうじょうい

そうとする運動を激化させました。この様な但濡匂里攘夷派の中心

になったのが下級武土や、善之祐の様な農村の大百姓たちでした。

善之祐は家の仕事を弟にまかせては、たびたび京都に行き来して

倒冨派の志士たちと連絡をとりあっていました。そうして文久3年

8月、中山忠光や吉村寅太郎（土佐藩）らと共に、大和 （奈良喋）

で低幕の兵をあげるというかねてからの計画を実行にうつしたので

す。

一行が善之祐の家にはいるや、周辺の村々から20名近くの人々が

続々と一行に加わるべく集まってきました。かねてから善之祐の考

えに共鳴していた人々です。
，， 9 かいら

一行は8月16日深夜、水配邸を出発し、河内長野市の三日市から

観心寺を経て、17日には五条 （奈良県）の冨府代官所を襲撃しまし

た。そして代官を殺し、天皇を迎えて新政府をつくろうと考えたの

です。

ところが翌18日、京都で政変が起こり、尊皇攘夷派はすべて京都
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水郡邸外観 （南から）

父善之祐とともに天誅組に参加した

水郡英太郎長義 (19歳）＜水郡庸皓氏蔵＞

久グ



ク、

から追放されてしまいました。天室の五条行きなど望むべくもない

ことになってしまったのです。のみならず天誅組は百府にそむく賊

軍として追われる身となったのでした。

一行は午葎川 （奈良県）に逃げこみました。しかし馨府の命令を

受けた紀州 （和歌山県）藩の兵などに追われ、ある者はがけから転

落し、ある者は討死し、またある者は捕えられて処刑されるなど悲

惨な末路をたどりました。善之祐はこのあリさまを京都に伝えよう

と、あえて投降し京都に送られたのち、刑場の露と消えました。

この様にして天誅組はかい滅させられたわけですがこの事件は

明治維新のさきがけとして日本近代史に残る重要な事件となったの

でした。一行が泊まった水祀邸は当時の姿をとどめて大阪府下でも

重要な史跡となっています。また周辺の村々からはせ参じた人々の
... 、.,,,,

名前は鍔織神社の参道のわきの石碑に刻まれています。
,,A.l<• 

なお、水毬邸は安永2(17?3)年に建てられたものです。

※ 尊皇攘夷..…天呈を中心とした政府をつくリ （尊皇）、 外国勢

力を打ち払おう （攘夷）という思想

参考文献 「河内忠勤つづら」 林総夫著
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富 田林の文化財年表

山― 府 布m林の文化財 国内のできごと
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迫
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11・111叩n

（前・1q彼}j丸山占瑣 1ふ：神 ・1認陵古墳
（後n川和咄t I~Ji)騎つくられる
（前n ,1, 1t1~杉ti!ぶ沿窯

（後nii粁ゑ狐/Jr.:i窯u,,,-, 古瑣群
(rlil'nオガンジ池瓦窯
新性：I絡；輝 I)建
ぉfl1イi古瑣

(at• ごろ）龍泉 .'f
細） l'Jii ~•i' 
錦織脱寺

(1iff平）・.till,,.Ill迫跡

災具久WI御魂神社

縄文文化

弥生文化（この直,if!ごろから稲作始まる）
金屈料の使）＂

倭国大f;l
邪！！玲rむl 女」：： ~·-弥呼、魏に使 h を派逍

(239) 

弥生文化このころまで

K師沿つくられる

仏教伝米

藤ノ木古頃

四火」i寺(ii)迩
咆徳太r-摂政となる
型徳太 f-I・l: 条泣t法；~,,定

法降、＇団I)建

小野妹{・逍陥（史となる

咆徳太r-磯及らし
逍I、It(史の派ill始まる
大化改新
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藤原が遷都
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「古・Jt,記」なる
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l211t紀 ヽ I•~:寺金色弾：建、'f. (I 126) 

1祈'/盛、太政大臣となる (1167) 

取のi,liの戦、平氏滅ぶ (I 185) 

源粕朝、 11F.必大将軍となる (1192) 

J31lt紀 「新古今禾11:1欠集」なる (1205) 

龍泉寺1-:J.:l"J 「御成1攻式！！」制定 (1232) 

浄谷、'i'板碑 文水の役 (1274) 

弘、安の役 (1281) 
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飩福 .'/'Ii.直塔落I戊 0426) 

紺安寺建Jr. (1450) 

応仁の乱 0467-1477) 

山城国・揆 (1485) 

加賀•向- . 揆 (1488) 

述/Ill、イi山本崩i寺を創設 (1'196) 

16世紀
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79 



■執筆
浅野雅美氏
c,-:uu林di立金剛中学校教~ii)
浅野重遠 氏
（羽曳lff-rli立： ） 
航生小学校教諭

窪 満広氏
c,•:{暉加］： ） 
新堂小学校教諭

初野富博氏
c,-:•;11]約Ii立）
川西小学校教諭

福嶋隆昭氏
c,-:•;H1林rl直． ）
彼方小学校教諭

正垣杉雄氏
e:i:1f1林,Ii立）
硲辺台小学校教諭

■校閲
ぶ都府立大学名 ~t教授

林野全孝 氏

神戸i財船大学教授

北野耕平氏

国際仏教大学教授

竹下喜久男 氏

大谷女f・大学助教投

中村 浩氏
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